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1985 年-1990 年の聞に大阪府立病院精神科を受診した閉経前女性 48 人に対して， LH , FSH, testosterone , 
androstenedione , DHEA -S を測定した。そのうち 12人は月経周期と明らかな関連を有しており(グループ 1， 20.5 
:.t 3.1 歳)， 1 カ月に 6回以下の頻度で繰り返し測定を行なった。グループI の患者に対しては，卵巣の超音波検査も施
行した。対照J疾患群として，月経周期との関連をもたない感情病8例を選び，グループ II とした (32.9 :.t 1 1. 9歳)。健
常対照群として，月経異常のない健康な女性 15 名を選んだ (20.9 :.t 0.3 歳)。
【成績】
グループI の個々の症例と健常対照群とを比較すると， LH高値を 12例中 8 例， FSH低値を 6 例， testosterone 高値
を 6 例， androstenedione高値を 5 例， DHEA-S高値を 3例，低値を 2例に認めた。また卵巣超音波検査で， 12例中 8
例に多のう胞性変化を認めた。グループIの 12例中 9例が，①LH高値，②3種のアンドロゲンの少くとも 1 つが高値，
③卵巣の多のう胞性変化の 3項目のうちの 2つ以上を満たした。アンドロゲン高値を示した 8ØIJ中 6ØlJで，口髭・ざそ
う・発達した筋肉骨格などの軽度の男性化兆候を認めた。
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グループI は健常対照群と比べてLHが有意に高く， FSHが有意に低く， testosterone と androstenedione は有意で











当初の病態発生仮説に反して，副腎性アンドロゲン CDHEA-S) の過剰を認めたのは 3例のみであり，その他の症例
では卵巣性アンドロゲンの過剰が推測された。すなわち，今回のデータは，副腎性アンドロゲンの分泌過剰が性腺系の
機能異常を引き起こすのではないかという当初の仮説を支持するものではなかった。
















例 12例において， LHの高値， FSHの低値，テストステロン・アンドロステンジオン・ DEHA-S の高値，および超音波
検査における卵巣の多のう胞性変化を比較的高頻度に認めた。これらの性腺系異常は，多のう胞卵巣症候群の特徴と類
似するものであり，両者の病態に何からの関連が存在する可能性が示唆された白さらに，これらの症例のうち 10例にク
ロミフェンを投与して， 8ØIJで精神症状の改善，あるいは病相期の再発防止に効果を認めており，これも，性腺系の病態
と精神病の病態との関連を示唆するものである。
これらの知見は，月経周期と関連する若年女子感情病および近縁疾患における性腺系の病態の特徴を明らかにすると
ともに，治療的にも有益な示唆を与える点で意義があり，学位に値するものと考える。
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